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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1

□２.環境 □６.景観 5

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 4

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

■1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 1 11
開発目標 ■2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 2
（選択） □3.経済性向上 ■7.作業環境の向上 ■11.品質の向上 6

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.品質の向上 番号： 7

従来技術名：

1.経済性 □1.向上（　％）　□2.同程度　■3.低下（17.2％）　番号： 3
2.工程 ■1.短縮（51％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　番号： 1
3.品質・出来型 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社
日特建設株式会社

販売会社 協会名

会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

番号：
1

1-1-2.共通工／共通工

評価（事前・事後）

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

KT-220070-A -

活用の効果

モルタル吹付工（金網張り工除く）
-17.20%

51%

登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 スロープセイバー
収受受付年月日 令和5年3月31日

変更受付年月日

吹付ロボットを活用したのり面省力化吹付工法 開発年

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

関東地方整備局 令和4年6月21日

問合せ先

日特建設株式会社 埼玉県蓮田市大字駒崎1772番地1

技術開発本部
048-766-6066

石垣幸整

048-766-6065

054-202-2090

keisuke.yamashita@nittoc.co.jp

yukito.ishigaki@nittoc.co.jp

登録No. 1778

1

2021年

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

①何について何をする技術なのか？
・吹付ロボットの活用によりモルタル吹付工の省力化・工期短縮を図る技術
②従来はどのような技術で対応していたのか？
・人力によるモルタル吹付工
③公共工事のどこに適用できるのか？
・法面保護工事
④その他
・従来必要だった人力による法面吹付作業が不要となる
・従来技術は現場練りの吹付材料（1：4モルタル）を使用しているが、本技術は富配合の工場練りの吹付材料
（1：3の生モルタル）を使用する
・道路上方にある法面に有効な新技術である
・施工方法はコンクリートポンプを牽引台車に乗せ、ホース長を固定して施工する牽引式を標準とする

静岡県静岡市駿河区有東1丁目16-7

静岡営業所 054-202-2093

山下圭介

日特建設株式会社



スロープセイバー 登録No. 1778

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1（2）

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
・生モルタルを使用するため、従来技術よりも大幅に材料費が高くなり、工期短縮分を考慮
しても経済性は従来技術よりも劣る
・バックホウなどの大型重機やアタッチメントなどを使用するため、小規模工事に適用する
と大幅に経済性が低下する

（長　所）
・吹付ロボットの使用及びコンクリートポンプによる材料供給を採用したことで、人力吹付の3～5倍の吹付施工量となり、施工性が向上するとともに工程の
短縮が図れる
・吹付ロボットによる施工に変えたことで、作業員が吹付時に法面上で作業する必要が無くなり、安全性の向上が図れる
・生モルタルを使用することにより、袋セメントからの粉塵が発生せず作業員の環境が向上する
・従来は人力作業が前提であったため、時間当たりの材料吐出量に制限があったが、吹付ロボットを用いることでその制限が無くなり、最大20m3/h程度の吹
付が可能となった

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

スロープセイバー暫定技術資料2021

静岡県土木工事共通仕様書
静岡県土木施工管理基準
スロープセイバー暫定技術資料2021

A-2

①金網張り工
・必要に応じて実施する
②マシン搬入、プラント設置
・必要な搬入経路を確保し、プラントを設置する
③アタッチメント取付
・ベースマシン（0.8m3バックホゥ 油圧配管付き）を取り付ける。
④モルタル吹付
・標準の吹付方法は吹付ヘッドの幅1列分（約2.5m）毎に吹付ける。
⑤水抜き孔設置
・必要に応じて人力削孔にて水抜き孔を設置する

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　スロープセイバーカタログ　　　　　　　　　）



登録No. 1778

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）■2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 2
特許番号 特願2021-3875

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号

新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

・試験練りにより配合を決定する
・水抜き孔が必要な場合、吹付後に削孔して設置する
・夏期施工においては、高温により配管やホースが閉塞する可能性が高まるので、養生や混和材の使用を検討す
る

（適用できる条件）
・自然条件：降雨時は施工を行わない
・現場条件：施工ヤード：延長20m×幅10m、プラントヤード：4m×4m
・適用可能な範囲：法面の高さ（直高）17m以下（直高が8m以上の場合は、45°以上90°以下の法面勾配）
・特に効果の高い適用範囲：モルタル施工数量が350m3以上ある現場

・吹付厚の検討
・進入路の検討（運搬車両の搬入可否）
・必要な施工ヤード等の現場条件が確保されていることの確認
・材料供給計画の検討（1日あたりの予定施工量に必要な生モルタルの供給が可能であるか）

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 スロープセイバー

A-3

（適用できない条件）
・法面の高さ（直高）が17mを超える現場
・法面勾配：法面の高さ（直高）が8m以上の場合は、45度未満及び90°を超える法面勾配
・法面勾配：法面の高さ（直高）が8m未満の場合は、90°を超える法面勾配
・道路上方にはない法面（吹付ロボットの設置箇所よりも下にある法面）

残された課題：出来形管理の高度化、出来形管理書類作成時間の効率化
開発計画：LiDARを利用したリアルタイム吹付厚・面積測定システムの開発、上記を活用した施工管理書類自動出力システムの開発

最大吐出量や適用範囲などについて確認（添付資料：スロープセイバー実機試験簡易報告書参照）

スロープセイバー実機試験簡易報告書



A-4

登録No. 1778

実績件数 公共機関： 民間：

発　注　者 施工時期
太平洋セメント株式会社 2021/9/6～

2021/9/17

国土交通省中部地方整
備局

2021/12/2～
2021/12/17

中日本高速道路株式会
社

2022/8/1～
2022/8/9

国土交通省九州地方整
備局

2022/10/11～
2022/10/28

CORINS登録No.

4044389197

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 スロープセイバー

工　事　名
新津久見鉱山願寺地区法面対策工
事

令和2年度設楽ダム瀬戸設楽線トン
ネル工事

中部横断自動車道　吉原地区切土
のり面災害復旧工事

東九州道（清武～北郷）芳ノ元地区
改良（22工区）工事



登録No. 1778

施工概要図 吹付状況①

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 スロープセイバー

A-5

吹付状況② 吹付状況③


